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広
島
藩
家
老
三
原
浅
野
氏
の
給
地
甲
奴
郡
八
か
村
の 

 

「国
郡
志
」
に
つ
い
て 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

藤
原
一
三 

 

広
島
藩
主
浅
野
長
晟

な
が
あ
き
ら

は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
紀
伊
（和

歌
山
）
よ
り
入
城
後
、
瀬
戸
内
の
警
衛
と
し
て
、
三
原
へ
家
老
浅

野
忠
吉
を
配
置
し
た
。
忠
吉
は
元
和
六
年
に
加
増
さ
れ
て
、
三

万
石
の
知
行
と
な
り
、
筆
頭
家
老
と
し
て
家
臣
団
の
頂
点
に
達

し
た
。 

 
 

 

そ
の
三
原
浅
野
氏
の
知
行
地
の
一
部
に
、
甲
奴
郡
八
か
村
が

あ
る
。
甲
奴
郡
八
か
村
と
は
、
梶
田
村
・
西
野
村
・
本
郷
村
・
知

和
村
（現
三
次
市
）・深
江
村
・矢
野
村
（
現
府
中
市
）・稲
草
村
・

木
屋
村
（
現
庄
原
市
）
で
あ
り
、
総
高
四
五
一
三
石
四
斗
七
升

九
合
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

そ
の
後
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
、
広
島
藩
は
頼
杏
平
に
命

じ
て
、
藩
の
実
情
を
知
る
た
め
に
「芸
藩
通
志
」を
編
纂
さ
せ

た
。
杏
平
は
藩
内
各
村
に
対
し
て
、
記
述
す
べ
き
諸
項
目
を
示

し
て
、
「国
郡
志
下
調
べ
帳
」の
提
出
を
命
じ
た
。
各
村
で
は
、
そ

の
指
示
に
従
っ
て
調
査
の
上
「国
郡
志
下
調
べ
書
出
帳
」を
提
出

し
た
。 

 
 

 

甲
奴
郡
八
か
村
で
は
、
稲
草
村
庄
屋
が
中
心
と
な
り
、
各
村

が
提
出
し
た
資
料
を
ま
と
め
て
、
文
政
九
年
（一
八
二
五
）
に
「
甲

奴
郡
八
か
村
国
郡
志
」
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
「国
郡
志
」

は
、
春
・夏
・
秋
・冬
の
四
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

こ
の
「国
郡
志
」の
中
の
主
要
な
項
目
を
抜
粋
し
て
示
し
た
の 

 

 
 

が
次
の
諸
表
で
あ
る
。 
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甲奴郡８か村貢租・戸口・牛馬数（国郡志より抜粋） 

 梶田村 西野村 本郷村 深江村 

総畝数 

（面 積） 

 町 反 畝 歩 

79．1．3．09 

町 反 畝 歩 

28．6．0．21 

町 反 畝 歩 

71．2．0．27 

町 反 畝 歩 

41．3．3．15 

高 
石 

641．6064 

石 

177．466 

石 

712．330 

石 

286．641 

免 

（年貢率） 

  ％ 

52．3 

  ％ 

67．3 

  ％ 

49．8 

  ％ 

44．5 

定物成 
石 

338．396 

   石 

119．435 

石 

354．740 

   石 

127．505 

口 米 
   石 

6．773 

   石 

2．389 

   石 

7．095 

   石 

2．551 

計 
石 

345．169 

石 

121．824 

石 

361．835 

石 

130．056 

壱歩米 
   石 

5．929 

   石 

1．774 

   石 

7．124 

   石 

2．866 

七厘米 
   石 

4．150 

   石 

1．242 

   石 

4．987 

   石 

2．007 

米合計 
石 

355．248 

石 

124．840 

石 

373．946 

石 

134．929 

小物成銀 
匁 

143．2 

匁 

32．2 

匁 

91．1 

匁 

31．2 

竹 銀 
匁 

30．0 

匁 

4．0 

匁 

7．7 

匁 

2．6 

役 銀 
匁 

13．2 

匁 

5．0 

匁 

3．75 

匁 

5．0 

銀合計 
匁 

186．4 

匁 

41．2 

匁 

102．55 

匁 

38．8 

家数 人口 
軒 

123 

人 

504 

軒 

51 

人 

191 

軒 

133 

人 

578 

軒 

62 

人 

253 

牛 馬 30 5 14 0 33 4 28 2 
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甲奴郡８か村貢租・戸口・牛馬数（国郡志より抜粋） 

合 計 

 町 反 畝 歩 

506．  3．18 

石 

4,568．2394 

平均 ％ 

51．8 

石 

2,338．316 

   石 

46．773 

石 

2,385．089 

   石 

45．109 

   石 

31．621 

石 

2,461．819 

匁 

698．8 

匁 

81．06 

匁 

138．35 

匁 

918．21 

軒 

985 

人 

4,114 

566 36 

 

 矢野村 稲草村 木屋村 知和村 

総畝数 

（面 積） 

 町 反 畝 歩 

78．7．5．03 

町 反 畝 歩 

83．4．1．27 

町 反 畝 歩 

71．9．7．09 

町 反 畝 歩 

32．6．7．02 

高 
石 

623．888 

石 

1,142．821 

石 

617．992 

石 

364．560 

免 

（年貢率） 

  ％ 

58 

  ％ 

46 

  ％ 

50．6 

  ％ 

45．8 

定物成 
石 

361．855 

   石 

525．698 

石 

346．076 

   石 

164．611 

口 米 
   石 

7．237 

   石 

10．514 

   石 

6．922 

   石 

3．292 

計 
石 

369．092 

石 

536．212 

石 

352．998 

石 

167．903 

壱歩米 
   石 

6．239 

   石 

11．428 

   石 

6．155 

   石 

3．594 

七厘米 
   石 

4．367 

   石 

8．000 

   石 

4．325 

   石 

2．516 

米合計 
石 

379．698 

石 

555．640 

石 

363．478 

石 

174．013 

小物成銀 
匁 

95．9 

匁 

120．3 

匁 

127．2 

匁 

57．7 

竹 銀 
匁 

21．06 

 匁 

13．4 

匁 

2．3 

役 銀 
匁 

5．0 

匁 

64．0 

匁 

24．2 

匁 

18．2 

銀合計 
匁 

121．96 

匁 

184．3 

匁 

164．8 

匁 

78．2 

家数 人口 
軒 

125 

人 

448 

軒 

302 

人 

1,298 

軒 

141 

人 

618 

軒 

48 

人 

224 

牛 馬 45 2 228 4 144 12 44 7 
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梶田村 

庄屋給 
石 

5．929 

組頭給 
石 

2．000 

筆者給 
石 

2．250 

状持給 
石 

1．500 

下走給 
石 

1．600 

米斗り給 
斗 

2．00 

蔵番給 
斗 

 

その他 
斗 

 

古城跡 

（城主） 

 

 

甲奴郡８か村役人給・古城跡（国郡志より抜粋） 

西野村 

庄屋給 
石 

3．000 

組頭給 
石 

2．000 

筆者給 
石 

2．000 

状持給 
石 

 

下走給 
石 

1．000 

米斗り給 
斗 

1．00 

蔵番給 
斗 

2．80 

その他 
斗 

 

古城跡 

（城主） 

 

 

 

矢野村 

庄屋給 
石 

6．239 

組頭給 

石 

4．000 

（2人分） 

筆者給 
石 

2．500 

状持給 
石 

 

下走給 
石 

1．800 

米斗り給 
斗 

1．00 

蔵番給 
斗 

6．00 

その他 
斗 

 

古城跡 

（城主） 

高鉢山 

 

稲草村 

庄屋給 
石 

11．420 

組頭給 

石 

8．000 

（4人分） 

筆者給 
石 

3．000 

状持給 
石 

 

下走給 
石 

3．600 

米斗り給 
斗 

 

蔵番給 
斗 

 

その他 
斗 

 

古城跡 

（城主） 

川平山（永井

氏）志賀志羅

山（山名氏） 

 

本郷村 

庄屋給 
石 

7．123 

組頭給 

石 

4．000 

（2人分） 

筆者給 
石 

2．750 

状持給 
石 

 

下走給 
石 

1．800 

米斗り給 
斗 

2．00 

蔵番給 
斗 

5．50 

その他 

斗 

山番給 

3．00 

古城跡 

（城主） 
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甲奴郡８か村役人給・古城跡（国郡志より抜粋） 

深江村 

庄屋給 
石 

3．500 

組頭給 
石 

2．000 

筆者給 
石 

2．250 

状持給 
石 

 

下走給 
石 

1．000 

米斗り給 
斗 

1．00 

蔵番給 
斗 

 

その他 

斗 

池番給 

0．50 

古城跡 

（城主） 

薄子山（長谷

部宇右衛門）

時鳥山（和知

豊後守築城

の予定なる

も時鳥の声

不吉として

国留村丸松

へ築城） 

 

木屋村 

庄屋給 
石 

6．180 

組頭給 

石 

4．000 

（2人分） 

筆者給 
石 

1．500 

状持給 
石 

1．920 

下走給 
石 

2．200 

米斗り給 
斗 

 

蔵番給 

斗 

用所給 

6．00 

その他 

斗 

状継給 

6．00 

古城跡 

（城主） 

 

 

 

知和村 

庄屋給 
石 

3．600 

組頭給 
石 

2．000 

筆者給 
石 

2．250 

状持給 
石 

2．600 

下走給 
石 

1．200 

米斗り給 
斗 

 

蔵番給 
斗 

 

その他 

斗 

池番給 

2．00 

古城跡 

（城主） 

小城山（知和

弥十郎） 

 

 

◆甲奴郡全圖 芸藩通志より 
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甲奴郡８か村の寺社等（国郡志より抜粋） 

 梶田村 西野村 

神社 

八幡宮・厳島大明神 

天神隅大明神 

粟島大明神 

八幡宮 

天満宮 

小祠数 ２６ １７ 

寺院 宝雲山養光院（臨済） 弥勒山龍華寺（曹洞） 

廃寺 ― ― 

辻堂数 ２１ １ 

 

 矢野村 稲草村 

神社 

八幡宮・厳島大明神 意賀美大明神・八幡宮 

吉備津彦大明神・祇園社 

大歳神 

小祠数 ３４ ６５ 

寺院 

宝幢山延命院福泉寺

（真言） 

龍洞山安福寺（曹洞） 

五雲山龍興寺（曹洞） 

臨川山法福寺（曹洞） 

廃寺 ― 光明寺・大乗寺・松雲寺 

辻堂数 ６ １２ 

 

 本郷村 深江村 

神社 
八幡宮・吉備津宮 

天神宮・稲荷社 

聖霊大明神 

供籠（くろう）大明神 

小祠数 ２８ １４ 

寺院 
龍隠山福山寺（臨済） 

無量山清泰寺（臨済） 
― 

廃寺 
阿部寺・妙楽寺 

龍見寺・周善寺 

― 

辻堂数 ３ ３ 

 

 木屋村 知和村 

神社 
祇園社・艮社（2社） 厳島大明神・明日大明神 

金毘羅大明神 

小祠数 ５２ ２０ 

寺院 浄教山法泉寺（真） ― 

廃寺 善光寺・光明寺 ― 

辻堂数 １４ ７ 

参考資料：『甲奴郡誌資料第 1巻』 『上下町史』 

【大明神】 

神号の一。神名の下につけ、明神を

さらに尊んでいう称。 

 

【天神】 

① あまつかみ。高天原たかまのはら

系統の神。⇔ 地祇ちぎ 

②  菅原道真の神号、天満大自在天

神の略。また、菅原道真をまつった

天満宮。 

 

【八幡宮】 

応神天皇を主神とし，通例，ヒメガ

ミ，神功皇后を配祀する神社の称

号。やわたのみやともいう。弓矢の

神として，武士を中心に古くから広

く尊崇された。大分県の宇佐神宮

を総本社とし，全国各地にある。 

 

【大年神／大歳神】 

《「とし」は穀物の意》稲の実りを守

護する神。素戔嗚尊の子。 

 

【艮社】 

方角を十二支にあてていうときの

丑と寅との中間の方角。北東の方

角。鬼門（きもん）にあたる。艮（うし

とら）神社は､当地備後地方の各所

に存在する神社で(備中地方にも

あるということ）、いずれも祭神は

吉備津彦命｡いずれも集落中心地

から北東(丑寅）の､いわゆる鬼門

の方向に存在する｡ 

 

https://kotobank.jp/word/%E5%9C%B0%E7%A5%87-565410#E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.9E.97.20.E7.AC.AC.E4.B8.89.E7.89.88
https://kotobank.jp/word/%E4%B8%BB%E7%A5%9E-528612
https://kotobank.jp/word/%E9%80%9A%E4%BE%8B-570695
https://kotobank.jp/word/%E7%A5%9E%E5%8A%9F%E7%9A%87%E5%90%8E-81528
https://kotobank.jp/word/%E7%A5%9E%E7%A4%BE-81875
https://kotobank.jp/word/%E7%A7%B0%E5%8F%B7-531434
https://kotobank.jp/word/%E7%A7%B0%E5%8F%B7-531434
https://kotobank.jp/word/%E5%BC%93%E7%9F%A2-476861
https://kotobank.jp/word/%E6%AD%A6%E5%A3%AB-124344
https://kotobank.jp/word/%E5%8F%A4%E3%81%8F-621826
https://kotobank.jp/word/%E5%B0%8A%E5%B4%87-555903
https://kotobank.jp/word/%E5%AE%87%E4%BD%90%E7%A5%9E%E5%AE%AE-34450#E3.83.96.E3.83.AA.E3.82.BF.E3.83.8B.E3.82.AB.E5.9B.BD.E9.9A.9B.E5.A4.A7.E7.99.BE.E7.A7.91.E4.BA.8B.E5.85.B8.20.E5.B0.8F.E9.A0.85.E7.9B.AE.E4.BA.8B.E5.85.B8
https://kotobank.jp/word/%E5%AE%87%E4%BD%90%E7%A5%9E%E5%AE%AE-34450#E3.83.96.E3.83.AA.E3.82.BF.E3.83.8B.E3.82.AB.E5.9B.BD.E9.9A.9B.E5.A4.A7.E7.99.BE.E7.A7.91.E4.BA.8B.E5.85.B8.20.E5.B0.8F.E9.A0.85.E7.9B.AE.E4.BA.8B.E5.85.B8
https://kotobank.jp/word/%E7%B7%8F%E6%9C%AC%E7%A4%BE-1691736
https://kotobank.jp/word/%E7%A9%80%E7%89%A9-64302
https://kotobank.jp/word/%E6%84%8F-29722
https://kotobank.jp/word/%E7%A8%B2-435056
https://kotobank.jp/word/%E7%A5%9E-46603
https://kotobank.jp/word/%E7%B4%A0%E6%88%94%E5%97%9A%E5%B0%8A-541600#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
https://www.weblio.jp/content/%E6%96%B9%E8%A7%92
https://www.weblio.jp/content/%E5%8D%81%E4%BA%8C%E6%94%AF
https://www.weblio.jp/content/%E4%B8%AD%E9%96%93%E3%81%AE
https://www.weblio.jp/content/%E6%96%B9%E8%A7%92
https://www.weblio.jp/content/%E5%8C%97%E6%9D%B1
https://www.weblio.jp/content/%E6%96%B9%E8%A7%92
https://www.weblio.jp/content/%E6%96%B9%E8%A7%92
https://www.weblio.jp/content/%E9%AC%BC%E9%96%80
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百
町
往
還
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

近
藤
昭
夫 

 
百
町
往
還
は
、
甲
奴
町
太
郎
丸
の
総
領
町
境
に
位
置
す
る
旧

雲
伯
道
の
一
部
で
約
一
㎞
の
小
区
間
で
あ
る
。 

旧
雲
伯
道
は
、
三
原
市
な
ど
か
ら
府
中
市
上
下
町
を
経
て

甲
奴
町
福
田
、
抜
湯
よ
り
太
郎
丸
を
通
り
総
領
町
稲
草
よ
り

庄
原
市
を
経
由
し
、
出
雲
と
伯
耆
方
面
へ
続
い
た
往
還
道
で
あ

る
。
銀
山
道
の
小
童
頼
藤
で
分
岐
し
た
道
が
庄
原
道
と
し
て
福

田
で
合
流
す
る
。
県
道
五
一
号
線
の
抜
湯
ま
で
は
現
在
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
。 

こ
の
道
は
、
海
辺
か
ら
は
塩
、
干
魚
、
小
間
物
、
油
、
着
物
な

ど
が
運
搬
さ
れ
、
雲
伯
や
途
中
の
山
間
部
よ
り
銑
鉄
、
米
、
炭
、

綿
、
煙
草
、
麻
、
藍
、
紙
な
ど
が
運
搬
さ
れ
た
。
出
雲
の
綿
が
運

ば
れ
る
時
は
、
一
〇
～
二
〇
頭
の
馬
が
一
隊
と
な
っ
た
そ
う
で

あ
る
。 

ま
た
、
三
原
市
久
井
町
の
牛
市
に
は
、
十
月
、
十
一
月
に
何

十
頭
も
の
牛
が
通
い
、
近
代
で
は
陸
軍
福
山
連
隊
の
兵
士
が
、

演
習
の
た
め
何
百
人
と
通
っ
た
と
。 

年
間
を
と
お
し
薬
売
り
、
竹
細
工
売
り
、
馬
車
な
ど
多
く
の

人
が
旅
し
た
道
で
あ
る
。 

甲
奴
町
太
郎
丸
の
道
筋
に
、
片
側
に
百
枚
の
田
圃
が
あ
る
の

で
百
町
と
呼
ば
れ
て
い
て
現
在
も
そ
の
地
名
が
あ
る
。 

む
か
し
、
あ
る
通
行
人
が
そ
の
田
を
念
入
り
に
数
え
た
と
こ

ろ
九
十
九
枚
し
か
な
く
、
よ
く
見
る
と
一
枚
の
田
圃
が
負
い
子

の
下
に
隠
れ
て
い
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
元
禄
検
地

帳
太
郎
丸
村
に
も
百
町
の
表
記
が
あ
る
。
百
町
と
続
く
奥
迫
の

田
圃
を
含
む
と
百
枚
を
優
に
超
え
る
田
圃
が
あ
り
、
棚
田
の
壮

観
な
景
色
が
見
ら
れ
た
。
場
所
が
不
明
で
あ
る
が
、
百
町
往
還

道
、
右
に
庄
原
方
面
、
左
に
尾
道
方
面
と
刻
ん
だ
道
標
が
あ
っ

た
。 こ

の
付
近
に
は
、
三
叉
路
付
近
百
町
尻
に
、
若
王
地
蔵
が
あ
っ

た
。 戦

国
の
む
か
し
、
上
川
地
区
の
大
半
は
尼
子
氏
の
勢
力
内
に

あ
っ
た
田
総
の
永
井
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
。 

毛
利
氏
の
台
頭
に
よ
り
城
が
陥
落
し
て
、
城
主
の
若
殿
が
乳

母
に
背
負
わ
れ
て
長
谷
か
ら
敷
尾
に
向
け
て
逃
走
し
た
。
三
叉

路
付
近
で
若
殿
は
追
手
に
殺
害
さ
れ
た
。
後
に
供
養
の
た
め
地

蔵
を
建
立
し
た
ら
し
く
、
高
さ
三
〇
㎝
の
上
部
が
欠
損
し
た
若

王
様
の
地
蔵
で
、
右
肩
に
「
様
」
の
刻
字
が
あ
り
、
傍
ら
に
若
王

様
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
災
害
で
流
出
し
た
。 

ま
た
、
乳
母
は
大
平
の
山
中
ま
で
逃
走
し
た
が
追
手
に
殺
害

さ
れ
た
。
こ
の
地
を
後
に
乳
母
が
迫
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

現
在
は
草
木
が
繁
茂
し
判
別
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。 

な
お
、
本
稿
は
三
良
坂
町
の
奥
田
尚
生
氏
の
資
料
提
供
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。 

 

参
考
資
料 

上
川
郷
土
史
資
料
集 

 

甲
奴
町
誌
資
料
編 

田
総
の
昔 

他 
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＊矢印と矢印の間が、百町である。この写真は 1970 年代。  

国土地理院ＨＰより 

 

＊現在の百町のあった辺り。今は植林してあり、昔の面影は残っていない。Googleearthより 

 

＊田圃を大きくしたもの。 

 

 

【往還】 

１ 道を行き来すること。往復。往来。 

２ 人などが行き来するための道。主

要な道路。街道。 
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元
禄
十
三
年
（一
七
〇
〇
）
検
地
水
帳
に
つ
い
て 

（水
野
氏
改
易
に
伴
う
福
山
藩
領
の
検
地
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

近
藤
昭
夫 

 

芸
備
両
国
を
領
し
て
い
た
福
島
氏
の
改
易
に
よ
り
、
備
後
国

に
水
野
氏
が
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
大
和
郡
山
六
万
石
か
ら
加

増
の
上
、
表
高
十
万
石
で
入
封
し
た
。 

そ
の
領
地
の
構
成
は
、
備
後
国
の
内
深
津
郡
、
沼
隈
郡
、
安

那
郡
、
品
治
郡
、
芦
田
郡
、
神
石
郡
、
甲
奴
郡
と
備
中
国
の
内

小
田
郡
、
後
月
郡
に
わ
た
り
、
現
在
の
福
山
市
、
府
中
市
の
全

域
と
尾
道
市
、
神
石
高
原
町
、
三
次
市
、
庄
原
市
や
笠
岡
市
、

井
原
市
の
大
半
や
一
部
の
範
囲
で
あ
る
。 

水
野
氏
は
、
入
封
と
同
時
に
福
山
城
建
設
や
新
田
開
発
な

ど
に
着
手
し
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
は
相
模
国
愛
甲
郡
厚

木
村
を
一
千
石
で
加
増
を
受
け
、
表
高
は
十
万
一
千
石
と
な

る
。 そ

の
後
、
水
野
家
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
改
易
と
な

る
が
、
同
年
の
差
出
帳
に
よ
る
と
、
入
封
時
の
実
高
九
万
六
千

石
余
よ
り
十
三
万
二
千
石
余
の
実
高
に
な
っ
て
い
た
。 

改
易
に
伴
い
池
田
氏
備
前
岡
山
藩
に
よ
る
元
禄
十
三
年
（
一

七
〇
〇
）
の
検
地
で
は
間
竿
が
六
尺
五
寸
よ
り
六
尺
一
分
の
使

用
に
よ
り
、
表
高
は
十
五
万
石
余
と
な
る
が
実
際
に
は
七
割
弱

の
石
高
と
な
る
。
こ
の
検
地
に
よ
り
、
十
万
石
を
松
平
氏
福
山

藩
に
、
五
万
石
を
幕
府
領
と
し
た
。 

元
禄
十
三
年
の
検
地
実
施
時
に
お
け
る
村
数
と
分
封
は
、
備

後
国
の
内
南
部
の
深
津
郡
三
十
二
村
、
沼
隈
郡
四
十
四
村
、
安

那
郡
十
八
村
、
品
治
郡
二
十
三
村
、
芦
田
郡
二
十
八
村
の
五
郡

百
四
十
五
村
は
、
松
平
家
福
山
藩
領
に
な
る
。
北
部
の
神
石
郡

三
十
七
村
、
甲
奴
郡
二
十
四
村
は
、
幕
府
領
と
な
り
上
下
陣
屋

扱
い
に
な
る
。
備
中
国
の
内
小
田
郡
二
十
一
村
、
後
月
郡
一
村

は
幕
府
領
と
な
り
、
笠
岡
陣
屋
扱
い
と
な
る
。
飛
び
地
の
相
模

国
愛
甲
郡
一
村
は
、
幕
府
領
と
な
り
江
戸
後
期
に
は
下
野
烏

山
藩
領
の
一
部
と
な
る
。 

検
地
水
帳
は
村
毎
に
三
部
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
藩
、
陣

屋
及
び
村
の
役
所
に
渡
さ
れ
て
、
貢
租
の
基
礎
台
帳
と
さ
れ
た
。 

現
在
各
市
町
な
ど
に
保
存
さ
れ
て
い
る
検
地
水
帳
は
、
福
山

市
で
は
沼
隈
郡
の
内
上
山
南
村
、
能
登
原
村
、
外
常
石
村
、
中

山
田
村
の
四
村
が
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

芦
田
郡
上
有
地
村
、
安
那
郡
東
法
成
寺
村
が
福
山
城
博
物
館

に
保
管
、
深
津
郡
木
之
庄
村
、
沼
隈
郡
東
村
が
個
人
所
有
と
な

っ
て
い
る
。 

ま
た
、
広
島
大
学
図
書
館
に
は
、
元
禄
検
地
水
帳
の
内
福
山

藩
領
分
全
域
の
ほ
と
ん
ど
が
残
っ
て
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
旧

福
山
藩
よ
り
明
治
政
府
に
移
管
さ
れ
広
島
税
務
監
督
局
に
あ

っ
た
も
の
が
、
戦
前
に
可
部
町
へ
疎
開
後
広
島
国
税
局
の
保
管
に

な
り
、
紆
余
曲
折
あ
っ
て
広
島
大
学
の
収
蔵
に
な
っ
た
。 

府
中
市
で
は
甲
奴
郡
の
内
上
下
村
、
矢
多
田
村
、
水
永
村
、

岡
屋
村
、
二
森
村
、
小
堀
村
、
小
塚
村
、
有
福
村
の
八
村
が
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

三
次
市
で
は
甲
奴
郡
の
内
太
郎
丸
村
、
有
田
村
、
安
田
村
の

三
村
が
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

庄
原
市
で
は
甲
奴
郡
の
内
亀
谷
村
、
五
箇
村
、
上
領
家
村
、
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中
領
家
村
、
下
領
家
村
の
五
村
が
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。 

神
石
高
原
町
で
は
神
石
郡
の
内
井
関
村
、
大
矢
村
、
時
安
村
、

坂
瀬
川
村
、
小
畠
村
、
亀
石
村
、
常
光
村
、
上
村
、
高
蓋
村
、
父

木
野
村
、
光
末
村
、
光
信
村
、
木
津
和
村
、
牧
村
、
高
光
村
、
古

川
村
、
永
野
村
、
東
油
木
村
、
西
油
木
町
、
安
田
村
、
三
坂
村
、

新
免
村
、
花
済
村
、
上
野
村
、
李
村
、
近
田
村
、
上
豊
松
村
、
下

豊
松
村
、
篠
尾
村
の
二
十
九
村
が
町
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。 

及
び
広
島
県
立
文
書
館
に
は
深
津
郡
木
之
庄
村
、
神
石
郡

永
野
村
、
甲
奴
郡
上
領
家
村
、
中
領
家
村
、
五
箇
村
、
黒
目
村

な
ど
の
複
製
資
料
が
あ
る
。 

甲
奴
郷
土
史
研
究
会
で
は
、
令
和
元
年
五
月
の
総
会
時
に
顧

問
の
藤
原
一
三
氏
に
よ
り
報
告
会
で
資
料
紹
介
と
解
説
の
講

義
を
受
け
、
「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
第
十
五
号
」
に
掲
載
さ
れ

た
甲
奴
郡
抜
湯
村
の
検
地
水
帳
が
、
顧
問
藤
原
氏
の
仲
介
に
よ

り
、
十
月
に
所
有
者
の
上
下
町
里
武
三
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
三

次
市
へ
寄
附
を
受
け
た
。 

甲
奴
町
で
は
旧
水
野
福
山
藩
領
に
関
す
る
検
地
水
帳
が
、
未

発
見
の
福
田
村
を
除
き
抜
湯
村
の
補
填
に
よ
り
、
一
層
充
実
し

た
資
料
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

今
後
、
市
教
育
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、
資
料
の
活
字
化
と

原
本
の
保
存
修
理
を
進
め
て
い
く
と
共
に
、
先
に
市
文
化
財
指

定
さ
れ
て
い
る
太
郎
丸
、
有
田
、
安
田
の
検
地
水
帳
に
追
加
指

定
の
答
申
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

  

参
考
資
料 
 

甲
奴
町
誌
・資
料
編 

 
 

甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
第
十
五
号 

 
 

 
 
 

 
 
 

広
島
県
大
百
科
事
典 

 

角
川
地
名
大
辞
典
（福
山
藩
） 

備
後
の
三
〇
〇
年 

 
 

 

備
陽
史
探
訪
の
会 

 
 

福
山
市
の
指
定
・登
録
文
化
財 

福
山
・府
中
の
歴
史 

 
 

備
陽
六
郡
誌 

 
 

芸
藩
通
志 

広
島
大
学
図
書
館 

 
 

庄
原
市
の
有
形
文
化
財 

 

広
島
県
立
文
書
館 

 
 

神
石
高
原
町
の
指
定
文
化
財 

 
 

府
中
市
の
指
定
文
化
財 

 

他 
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登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

近
藤 

昭
夫 

 
登
録
有
形
文
化
財
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
設
け
ら

れ
た
文
化
財
登
録
制
度
（
文
化
財
保
護
法
に
含
ま
れ
る
）
に
よ

り
、
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
が
文
化
財
分
科
会
の
審
議
、
議
決

を
経
て
、
文
部
科
学
相
に
答
申
を
し
裁
可
後
官
報
告
示
で
登
録

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

文
化
財
に
は
、
「指
定
」
と
「登
録
」に
区
別
さ
れ
、
登
録
文
化

財
は
届
出
制
で
指
導
、
助
言
を
基
本
と
し
て
緩
や
か
に
保
護
措

置
を
と
る
。
登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
、
登

録
記
念
物
に
分
け
ら
れ
る
。
登
録
記
念
物
は
主
に
庭
園
な
ど
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。
登
録
有
形
文
化
財
に
は
、
建
造
物
・土
木
構

造
物
が
主
で
あ
る
が
、
美
術
品
の
分
野
が
あ
り
「
紙
芝
居
資
料
」

「
彩
色
設
計
計
画
集
」
「
工
業
技
術
資
料
」
な
ど
が
登
録
さ
れ
て

い
る
。
世
界
遺
産
登
録
に
近
似
し
た
制
度
と
考
え
ら
れ
る
。
（文

化
財
の
体
系
参
照
） 

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
基
準
は
、
国
土
の
歴
史
的
景
観
に

寄
与
し
て
い
る
も
の
、
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
再
現

す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
も
の
で
、
原
則
と
し
て
建
設
後
五
十

年
を
経
過
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
元
年
十
一
月
現
在

で
一
万
件
を
超
す
登
録
と
な
っ
て
い
る
。
（登
録
概
要
参
照
） 

制
度
で
は
、
所
有
者
が
今
ま
で
ど
お
り
に
使
用
可
能
で
、
事

業
資
産
や
観
光
資
源
に
活
用
も
可
能
で
あ
る
。
外
観
が
大
き
く

変
わ
る
場
合
や
移
築
の
場
合
な
ど
に
現
状
変
更
の
届
出
が
必

要
に
な
る
が
、
規
制
に
強
く
縛
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
修

理
や
地
域
活
性
化
事
業
に
活
用
な
ど
補
助
（
二
分
の
一
）
が
受

け
ら
れ
る
。
及
び
、
相
続
や
固
定
資
産
の
控
除
や
減
税
が
あ
る
。 

登
録
後
は
、
登
録
証
と
登
録
プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
る
と
共

に
、
滅
失
、
毀
損
、
現
状
や
所
有
者
の
変
更
の
届
出
義
務
が
生

じ
、
違
反
の
場
合
は
罰
則
が
あ
る
。 

登
録
有
形
文
化
財
は
、
現
在
年
三
回
、
一
回
あ
た
り
二
百
件

ほ
ど
登
録
さ
れ
続
け
て
い
て
、
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
反
面
、

国
や
県
市
町
の
指
定
文
化
財
へ
の
移
行
、
災
害
や
消
失
ま
た
解

体
な
ど
で
滅
失
す
る
こ
と
が
あ
る
。
現
状
で
は
、
地
方
自
治
体

の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
も
登
録
文
化
財
と
並
行
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

へ
選
定
や
連
携
を
目
指
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

登
録
内
容
で
は
、
東
京
タ
ワ
ー
、
通
天
閣
、
大
阪
城
な
ど
の

著
名
施
設
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。
広
島
県
で
は
、
日
本
は
き
も

の
博
物
館
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
が
登
録
第
一
号
で
あ
る
。
三
次
市
で

は
、
登
録
第
一
号
の
三
次
市
歴
史
民
俗
資
料
館
を
は
じ
め
吉
舎

の
田
中
写
真
館
、
照
林
坊
本
堂
他
七
棟
、
旧
万
寿
之
井
酒
造
・

酒
造
蔵
の
十
一
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
近
接
地
域
で
は
、
上

下
町
で
商
工
会
館
、
旧
片
野
製
パ
ン
所
が
登
録
さ
れ
、
翁
座
が

七
月
に
告
示
予
定
で
あ
る
。
世
羅
町
で
眼
鏡
橋
、
旧
大
田
尋
常

高
等
小
学
校
奉
安
殿
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
甲
奴
町
で
は
、
現

在
登
録
は
な
い
。 

 参
考
資
料 

 

文
化
庁
Ｈ
Ｐ 

佐
滝
剛
弘
・登
録
有
形
文
化
財 

三
次
市
教
育
要
覧 

他 
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広島県登録第 1号 

日本はきもの博物館コーヒーハウス（福山市） 

出展：みかん農園のとおるちゃん 

出展：中國新聞 平成 28年 11月 19日掲載 
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吉舎 田中写真館  

出展：みかん農園のとおるちゃん 

 

三次市歴史民俗資料館 

出展：gooブログ 

   

三次町 照林坊 出展：文化遺産オンライン 
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【写
真
探
訪 

あ
の
場
所
の
昔
と
今
】 

 

 

1970 年代の弘法山 

➡
 

 

現在の弘法山 ➡
 

 

 

５０
年
前
と
比
べ
る

と
、
新
し
い
建
物
が
増

え
た
り
、
樹
木
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

ま
た
、
田
ん
ぼ
だ
っ
た

場
所
が
今
は
カ
ー
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。 
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👆上の写真は約５０年前の甲奴のある地区の写真です。どこだか、

わかりますか。 

答えは、こちら↓ 

西野 
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事
務
局
よ
り 

 

・会
員
募
集
中
で
す
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

・会
の
運
営
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
質
問
何
で
も
結
構
で

す
の
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・「甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」に
ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
か
ら
、
ご
寄
稿
く
だ

さ
い
。 

 

・
古
い
写
真
や
資
料
等
を
「
甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」
へ
登
載
し
て
い
き
ま

す
。 

 

・
出
品
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
持
っ
て
返
却
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

連
絡
先 

近
藤 

昭
夫 

携
帯 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
九
〇-

五
三
七
六
―
〇
四
三
四 

 

 

 

↑大山池 

【大
山
池
古
墳
群
】 

 
大
山
古
墳
群
は
、
大
山
池
を
取
り
囲
む
よ
う
に

散
在
し
て
い
る
。
石
組
み
は
昔
の
ま
ま
現
存
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
道
路
よ
り
下
に
大
き
な
蓋
石
の

一
部
が
見
え
る
。
周
り
に
は
石
が
点
在
す
る
。 

←石室が見える 

←道路下の法面には、 

石が点在 

 

＊甲奴町で発見された古墳は、

円墳が多い。 


